
海洋科学技術センター試験研究報曾JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH （1990）

伊是名堆での底魚類と底生生物の観察

川崎一男＊l

ムツ・キンメダイ顴等の底魚と宝石今ンゴ煩の分布 一生態 一生.Q.環境を観察するた

め｡1989 年７月５日に潜水調査船「しんかい2000」による潜航調査を，沖縄扁北西

方豹80㎞ の伊１ 名堆で実楠Ｌた。水深740－17511の剛を約3k,l にわた|】航走し，

覿察したところ，以下の知見が得られた。

１）底貲は，水深】?5－450皿ではyia.450 －530nlは礫，それ以深は砂であった。

また。砂地では。明瞭なり。プルマークが見られた。

２）ムツは，水深640m の砂貿帶でＩ尾観察された。海底に暦jllし，「しんかい2000」

が接近すると愚避したが，10歙ｍ肩方で肖び海雌に暦止する行動がＭられた。

３）キンメダイ順は，水深650－735m の砂地で・16 が各々恫別に覩14された。116

は海底に静||こし｡3j ｛11j海庭上.0.5― 1.5mをゆっくり遊泳していた。

４｝今回の調査でij. 宝石サンゴ覯は観察されなかった。

Ecological Observation  of demersal  fishes and  other benttuc organisms

at the Izena bank,  northwest of Okinawa  Island.

Kazuo  KAWASAKI2

The  underwater  survey  was  carricd  out  using  (he  submersible

"SHINKA12000''  ai  the fzena  bank,  about  80km  noithwestward  of Okinawa

island, on  July 5, 1989. The  purpose  of (his survay was to observe  the ecology

of  demersal  fishis (alfonsino,  Japanese  bluefish and  so  on)  and  bentluc

organisms,  especiuly precious  cor;U, and  iclation^hip between  these deep-sea

dwellers  and  bottom  topography.  The  observation  was  conducted  between

the  depth  of  175m  and  740m,  and  horizontal distance  of  the  cruise was

abouto  3kin. Following  infomations  were  obtained  during ihis survery.

1 ) The  substrata  were  rocky  in  the  depth  of  l75-*J50uu  gravelly  in

45Q-530m  and  fine-sandy  deeper  than  530m.  Also  ripple marks  were  found

clearly on  sandy  bottom

2 ) One  japanesc  bluefish, Scombi'ops  hoops,  wa?> observed  on  the sandy

bottom  at (lie depth  of  640in. Although  this individual rested on  the bottom,

when  "SINKA12000"  drew  near  the  fish, it escaped.  However  , it was

observed  that the fish had  rested again  on the bottom  about  10m  ahead.

3 ) Four  alfonsino. Bcryx  spp.. woe  observed  separately on  the ^andy  b<≫t*
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torn in the depth of 650-735m.  One  individual rested on the bottom, others

swam  slowly in Che 0.5-1.5m  layer above  the bottom.

4  ) No  precious coral was found in this survey.

１．は じ め に

ムツ・キンメダイ類は水濠300・ 以濠の鳥棚斜

面域，沖合の竹根周辺海域に生息分布する裸海性

の魚類である。近年， 沖縄県 下でも名護漁協を中

心として，タル涜し一本釣り，底立延縄で漁獲さ

れている。

当水試でも，これらの深海性魚類の漁場を闌発

して当業船を誘導し，資源の有効ll』用を図 るため

に昭和62年度から漁場分布調査を実施している。

その詰果，有望な漁場が３～４個所確認されてい

る（久貝. 1989. 川崎，1990 ）。

「しんかい2000 」を利用して のムツ・キンメダイ

等の深海性魚頸の分布・生態観察を目的とした調

査は. 1987 年お よび19韶年に実施されたが。これ

らの魚類を14接観察するに至っていない（ 木村ほ

か｡1989 ）。神奈川県 水域で も1384年に瞿|模湾に

おいて， ムツ・キンメダイを対象として潜航調査

を行ったが観察するに至っていない（杉浦ほか，

1985 ）。

また. 1950 年代に盛 んであったサンゴ網漁業は

1963 年をピークに次第に不振となり。現在ではほ

とんど操業されていない。このため。サンゴの分

布・雌息環境等漁場の現状を把握することも重要

な課題である。

閥 １　 榊 航 位R121

Fig.1　1. １ｃａtｉｏｎ ｕi lhe (living
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今回も引き統き深海性魚類の分布 一生態 一生息

環境および宝石サンゴ順の分布，漁場環境を明ら

かにするために潜航調査を行った。その結果，ム

ツ・キンメダイ等の深海性生物を直接観察するこ

とがで き。生息環境 一生態等について若干の知見

を得たので報告する。

２．調 査 方 法

1989年７月５日に沖縄鳥北西約80k・ の伊是名

堆海域において. #417ift 航として実施された。

潜航位置，潜航調査コースは母船「なつしま」

による海底地形調査に基づき。海底勾配のゆるや

かな廁側 から北方向（頂上）とした。潜航調査

は，目視 観察お よび ＶＴＲ・ ステレ オカメラ・

35mm カメラによる撮彫によった。こ れらの責料

と，航跡記録・ＳＴＤのデーターから， 生物・底

質・地形・水質環境を判断した。

３．調 査 結 果

３．１　潜航調査の概妥

潜航調責位置を図１に示した。瀞航概1要は以下

のｙおｈであふ。
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伊是名堆は，水深1000m 付近からj11浅an  73・

まで立ち上がる北東から南西方向に広がりをもつ

曽根である。この周辺には伊江堆・琉球曽根邨の

海丘が散在し。複雑な地形を呈する海域である。

航跡を図２に示した。潜航調企では，まず伊是

名堆廁の水深735m に翦底し，そこから北方向へ

目視観察を行いながら航走した。海底での覿察時

ISljは ４時 間44 分で，航走距離は約3km であっ

た。その間，３地点で岩石のサンプリング，１地

点で巻貝のサンプリングを行った。 着底地点と浮

上地点の商低差は5GO。であった。

３．２　海底地形および底貿

航跡|凶および ＳＴＤの水深データを用いて断面

図を作成し図２に示した。

諮底地点の水深は735m ，底質は繃かい砂でリ

ップルマークが明暸にみられた。航走開始から

匐Oｓ 地点 まで は約10 度の登り斜面で，その問

150圃付近で30c。大の転石が少々点在していた。

水深710 まで 登ったところ から下り斜面とな

り， 水深736m まで約21)O●続いた。320m 地点付

近には。砂に半ば被われた長さ5  ― 6 m に至る岩

盤( ？) が１個所みら れた。水深736m から14再

び登り斜面となり，1800m 地点 までは約８度の

ゆるやかな斜面が続き水深530m となる。底質は

細かい砂賀蜃でところどころに礫・転石が散見さ

れ，リフプルマークも明瞭であった。

水深530m 付近を境に，傾斜は約20度と大きく

なり底質の様相も変ってきた。庭面が黒っぽい小

礫で被われ砂質も一面灰褐色を呈するようになっ

た。さらに前進し水深460m に達すると，こぷし

大の礫が小礫に混じって辺り一面を肢うようにな

った。このような底質が約250m 続いた 後，水深

450m 付 近から転石苓となり，それに続いて一面

に岩鍵で被われるようになる。この岩盤の一部を

採取し跼べたところ。石灰岩であった。この石灰

岩は厚さ5 ～1(Scmで，ごく表面 を被っているだ

けで，その下は細かい砂が堆観していた。

220011 地点の水深400・ 付近から，海底の傾斜

はさらに大きくなって約40度の急斜面となり， 水

濠250m までおよそ250●続く。岩盤は厚くなり一

面を被っている。その一部をマニピュレーターで

くずし採取したが。 かなり厚く固いようであっ

た。岩石は鑑定の結果，軽石と判断された。

2400・ 地点の水深250m から，浮上地点の水深

175m までの閧は傾斜はゆるやかであった。底貿

は岩盤であるが，岩のくぽ地には砂が堆積し。 岩

盤が埋っているところも見られた。岩盤にはカイ

メン齠・ヤギ類等の生物が多く観察された。

３．３　ムツ・キンメダイ類の分布および

生息環境

今回の潜航調査で，ムツをＩ尼，キンメダイ葡

を４尾観察することができた。

ムツが観察されたところは，航走開始後1200m

の地点で 水繰は640m であった。底質は緇かい砂

でリ フプルマ ークも明瞭であり，周辺には若干転



石が見られ。 水温は8.8 ℃であった。 槻察 された

厶ツは。体災45cm. 体爪1.5 ㎏ ぐらいであった。

ムツは視認したとき，り ヅプ ルマークにi'i角の

方向で砂質底に静止していた（写真 口 。接近す

ると， 若干体をくの字状に曲げる姿勢をとった。

これは，逃避体勢と思 われる。 ２～３ｍに接近す

ると，底をはうように最初はゆっくりと，のちに

迷いスピードで逃避したが，10 数ｍ先で再び海底

に静止する行助を示した。

キンメダイ煩｛秡不明｝を4 j,6覩察した。i,冫初

に覿察したところは，航走開 始後320・ 附 近のゆ

るやかな下り斜i･iで水深730  mであった。 底貲は

細かい砂であったが，その一部に ５～６ｍに至る

岩盤（ ？３があり。そのil･IC上に位置していた。 海

底上50cm に，1‘jilllするような状態で遊泳してい

た。「し んかい2000 」が接近すると， ゆっくりと

遊泳逃避した。 ２匹目は。そこから５０ｍ 位航走し

た水深735 ．のところであった。 ここは下り斜而

から 登 り斜而に さし かかる 最深部で， 水温 は

7.1℃であった。底質は砂貿･;17で小さな柾石が見

られ， キンメダイは海底に腹鰭をつけ静lhしてい

た。「しんかい2000 」が接近し。 そのilIC上を迦過

するまで まったく逃避行動を示さなかった。いず

れも体長35c111.体）Rlkg ぐらいであった。

３匹目は530m 地点 の水深717m のゆるやかな登

り斜面で観察された。底貫は小礫混じりの砂 貿ｇ

で， 水温は7.05 ℃であった。 海雌上1.5m をゆっ

くり遊泳していた が，接近すると逃避した。体長

は35cm ぐらいであった。

４匹 目は航走肢約 】000nl付近 の登り斜1111の水

深650nl で観察さ れた。 底 貲は 砂貲帯で 水温は

8.6℃であった。海底上釣I.S・ に位iRし，胸鰭を

ゆっくり動かしながら111111･｡していた。接近すると

前方 へ ゆ っ く り遊 泳 逃 避 し た。 体 長 は4（）－

45cm. 体･R2 ㎏ ぐらいの中JI!|剛体であ-J た（写

真２）。

３．４　その他の出現生物と生息喟境

ムツ・キンメダイ類以外に出現した唯物は。魚

類では ハダカイワシ類。フジクジラの 一種。 ツ ノ

ザ メの 一種。エ イの･ 種， キンメダイSp ， ソコ

ダラfl･の数純，アカグツの 一種， カサゴの･ 種。

ヒッダイ・オキナワクルマ ダイ・ﾉ ナヽダイ剣。テ

ングダイの一種等であった。エビliではクルマエ

ビ科の一種，イセエ ビ科の一種，ガニ釘Iではオオ

エンコウガニ，貝類ではベニ オキナエビス，その

他 ウニ類一種，ヒトデ新一種であった。 また。岩

盤上にはカイメン顫・ヤギ類・イソギンチ ャク類

等の海綿動物，腔腸鳬物が出現した。

ハダカイワシ矧は潜航途中の水深500．の中肋

から出現し，着底後も航走中にＩＭ一瓢jtiづつ頻

繁に観察された。出現した水深は600～740m で，

傾斜のゆるやかな砂貿帯であった。遊泳行動は水

平または頭部を‘Fにして砂止したり。ゆっ くり遊

泳しているものなど，さまざまであった。

キンメダイSp. は ムツ・キンメダイ類等と湯掻

され，漁業止物として有川種ではないが，今[≫)3

j6 を観察することができた。出現した水深は610

―660m で。底貿は砂質帯で 礫・転石が若Ｔ みら

れた。 3j6 とも索阿行動中と思われ，｣脚鰭を助か

して海底の砂を吹 き飛ばしながら，下顎の触しゅ

で 海底 をさぐるような行鳧が観察された。いずれ

もリ ップ ルマ ークに11'l:角に頭 部を向けていた。

【写真３】。｢しんかい2{}00｣ が接 近すると，横向

きで底 を述うようにゅっく|】逃避し，前方で再び

停lhして|可じ行助 をするのが観察された。

フジクジラ蔔・ツノザメ類・ソコダラli は，水

深6叩ｍ 以深の砂 質帶で1 －10 数j4 が観察され

た。 カサゴの 一種と アカ グ ツの一種は， 水深

600m 以深の砂質倡=および400m 以浅の岩礁帯のい

ずれの海峨でも2 －3j6 観察された。

また，400111以 浅の岩礁逗にだけ出現した魚種

は，ヒシダ イ・オキナワクルマ ダイ・ハ ナダイ

飢・テングダイの１秡等であった。 とくに，ハナ

ダイ類は 水深180 ～200m の11冫浅部に川現し，100

j6以上の群を形成していた。体長10 ～ISc・ の小

'1!魚であった。

クルマエビ抖の･･･秘は 最初に茄底地立 の水深

740m の砂質底に川現した。体妊は15cm 程であっ

た( 写真4j 。航,l 開始後からI 300皿地点，水深

630m 付 近までの砂貿逗で1516 を確 認した。この

エ ビは， 漁ｌ φ｡物責 源としてｲ 』･用と思 われるこ

と， また，航走11.1かなり兒落しがあったと考えら

れる ほO  V 肖111凵･｡ではほとんど確認で きない}

ことから，種の傳認および分布･:I ;: 調査のため，籠

網蕃の漁!1･を使JI】してのI關慳を行う必嘆かある。



その他，水深180－215m の拷盤地幣でベニオキ

ナエビスを３個体視謹し，そのうち１個を採収し

た。 なお採取した個体は.illl繩海中公圃水族衄で

飼竹中である。

今回の調査目的の一つであった，宝石サンゴ類

の分布は確認されなかった。

４．考　　 察

本調査で，深海性魚碵のムツ・キンメダイ碵を

直接観察するこ とがで きた。 観察尾 致は ムツ

l j4， キンメダイ犲Dlj6であった。

ムツは水深640・ の若于転石等がみられる砂貿

傴で観察された。illl縄近海での漁獲調査では， 水

深400～700●の鳥棚斜i佃.illl合の曽根周辺海峨で

釣極され，底貿は砂質帶・お巵帯・泥質帯にも分

布すると推測されている01（崎。丁990）。1 尾だ

けの観察ではあるが，今回の調査結果はそれを裏

づけるものであろう。

また，今|･!】の5TIIlllにおける観察では。海底から

離れて避泳せず海底に座し，逃避する場合も海底

を這うような状態で遊泳移動している。 とこ ろ

が，漁極I調介では海底上15－2011の釣針でも釣獲

されることから。索餌行鵐の嶋介は海底を離れる

が，それ以外は海底に静lhする行動をとるものと

考えられる。

キンメダイ飢は，水深650～735m の礫・忙石力･

芯干散在する砂1劃17で観察された。」||崎｛1990｝

は，illl縄近海で の漁,箍調査結米から漁掻される水

深は400～800●の範|刪で，その主分布水深は60c

--700m であるとしており，今回 の観察結果と一

致する。

キンメ ダイの生態についてａ Ⅲほ か（19683

は，夜間には眤上に集まり｡10 ～60㎜の庫さの角

群刎を形成し，水深701､ まで浮上する鉛直LⅢ11111

遊を行なうと襤洲しており。 昼|川の行動について

はli及していない。 また，久1!n989 ｝は，昼lj¶2

の底 立延縄（釣鉤 妝10（x）佃）l lllの操業でj12冷

113j6 を漁獲している。こ のように多極される紹

合には，１枝で数111が釣狃される。したがって，

41!ISJにおいてもdlを形成するものと考えられる。

しかしながら， 今III】の観察鈷 米では10 数・ ～1

10011の間閣で.ljiS ずつ 単独で;il･4 111が観察さ

れたのみであった｡

また．今回の観察結果から，キンメダイ顛は強

い逃避行助はとらないものと思われた．したがっ

て，こ れまで「しんかい2000」 を利用してのム

ツ・キンメダイ釧の調査で．池場として利用され

ている海域であるにもかかわらず観察されなかっ

たのは，これらの漁場は比軟的狭い限定された海

域に形成され，潜航鵬所が．ムツ・キンメダイ頡

のいないところであったと考える方が妥当であろ

う．
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